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論文内容要旨

 黒色酵母様集落を形成する病原性真菌5株(A群)と黒色穎粒状集落を形成する病原性真菌

 2株(B麟)について,形態学的検索,醗酵能検査,アミノ酸同化能なちびにビタミン要求性

 に関する実験を行なって次の結果を縛たo

 A群にお・いては,肉眼酌に黒色,クリーム様集落を形成する。顕.微賎狛勺に胞子は菌糸測なら)

 びに菌糸端に発生し,菌糸側にあっては胞子は菌糸に沿って胞子集団を示すものが多いが,時

 に胞子の数は数個に留まる。さらに菌糸細胞遠心端に数個の胞子連鎖をみ,連鎖は時に分岐す

 る。菌糸端に発生する場合,長くのびた菌糸端冷よび分枝後間も食い短い菌糸端に数個支いし

 旬数個の胞子が発生する。胞子の外膜は薄く,形態は円形ないし楕円形を呈する。末端憾

 介奮性に少数の厚膜胞子をみる。かくの如き形態はG哉ndidαにかける胞子形成像に近似する。

 以上の形態はA群に細する各菌株に共通し,しかも斎菌株にかける形態学的特長であるので,

 A群の寄菌株は岡一種のものと解した。繭種名は未定である。

 B群にかいては肉眼的に・黒色頼粒状集落を形成し,顕微鏡的には共に黒色厚膜細胞の集団

 於よぴ連鎖を生ずるOこの形態はDe狙&七t敬Geαe科の諸爵の呈する共通の一相であ鱗特

 定の菌種の漂微を発現する可能憾を有する。実際に黒色頼粒状集落を呈する翫6菌株は培養中

 に酵母様集落への変化を生じ・変化した菌株は形態学的にA群の菌と周一で喬り・頬粒状集落
 から醗母様集落を示す特定種に変化し縛る皐を輿証した。

 醗酵能険査は,9ま買cose,飢εし1宅08e,s&Gcharose,1絞Gもoseの4種の糖に関し

 て行ったが,全菌株共に,いずれの糖に対しても醗酵能を示さなかった。

 アミノ酸1司化能は,全菌株にお・いて,g工uも&狙iGaoidが発育に促進的で,皿et血io一

 皿i且e,tyrosineは発育に抑f制酌であった。また1y8i皿e,a8P&℃εしgineによる発育

 は対照培地にお・けるそれに比して,著しい差を示さながった。

 ビタミン要求性は,全菌株にかいて,もh魚田ineが発育に促進的であった。またNbo-

 f1εtV,in,py.ridoxi纂HGユ,nicoもinicacid,inos1七〇エによる発育は対照培

 地に於けるそれに比較して大差を示さなかった。

 以上から酵母様集落を示すA群の菌株は形態学的に同一種と見倣されるのみならず,生理学

 的にも同じ性状を示した。裏たB群の菌からA群の菌への変化は物態学的のものであ暢生理

 学的性状は両落同じであった。
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 審査結果の要旨

 ク賞モブラストミコーシスの病原菌として潤知のものは数種あるが,いずれも絨毛性集落を

 作る真菌である。しかるに最近木挽慰むよび他疾患から酵母様集落あるいは顯粒状集落を形成

 する黒色輿菌が分離されたが,それら菌株の性状については十分には明らかにされてレ、ない。

 藩老は黒色酵母様集落を生ずる菌5株(A群)と黒色頼粒状集落を作る菌2株(B群)とに

 ついて形態学的,醗酵能,アミノ酸同化能,ビタミン要求性の研索を行なつ疹。
 A群に於いては集落は黒色,クリーム様である。顕微鏡的に胞子は薦糸側にあっては菌糸に

 沿い胞子集団を示すものが多いが,集団を成す胞子の数は多少種々である。また菌糸側および

 菌子端に短い胞子連鎖を発生する。胞子は外膜薄く,円形あるいは楕円形を呈する。厚膜胞子

 も少数に見られる。上記の形態はGa魚i&aにかける胞子形成法に近似する。この形態はA

 群の各菌株に共通し,且つ各菌株の特長なので,藩老はA群の菌株は同一種に属し,しかも既

 知黒色真菌とは異なるものと考えた。、命名についてはこれを保留した。

 B群に沿いては黒色顯粒状集落を形成し,顕微鏡的には黒色厚膜細胞の集団齢よび連鎖を発

 生する。この形態は特定菌種の特性とはいい難く,多くの黒色不完全菌の派す一糟なので・署著

 は培養を重ねて特定菌種の標徴あ発現を追求した。しかるところその嘆菌株に沿いては酵母様

 集落への変化を生じ,顕微鏡的にも前記A群の菌と同様とな砂,この顯粒状集落菌株はA欝の..

 菌種に腐することを実証した。

 醗酵能検査によると常用糖に対し全菌株すべて陰性,このことは同じ酵母様薦でありながら

 黒色菌が明色菌と異なる特性の如くである。

 アミノ酸同化能は全菌株ともグルタミン酸により発育促進され,メチオニン,チロジンによ

 り抑鱗された。

 ビタミン要求性は全菌株にかいてチアミンが発育促進的に作用した。

 上記から酵母様集落を示す病原性黒色真菌は5株とも形態学的に同一種と考えられ,生理学

 的にも同一性状を示した。顯粒状集落を呈する病原性黒色真菌2株も生理学的に酵母様黒色菌

 と同一であり,その葉株は形態学的に酵母様黒色菌に変化することを実証した。

 以.上,未だ不導月であった酵母様黒色菌の諸菌株間の異騨1・;ならびにこの菌と顯粒状黒色菌と

 の関係について新知見を得たものである。

 よって本研究は学位を授.与するに値するものと判定する。
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